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 平成 28年 10月 24日（月）、奈良市保健所は、市内保育園において感染性胃腸炎による欠席者がある

ことを確認しました。概要は以下のとおりです。 

 

１．経過 

１０月２４日（月） 学校・保育園欠席者サーベイランスにより、奈良市保健所が６名の嘔吐・下痢

の症状を示す園児がいることを探知し、電話調査を実施。 

保健所は保育園に対して、入院・重症者の把握を依頼するとともに、保護者へ

の注意喚起及び、感染拡大防止のため消毒の徹底を指導した。 

１０月２５日（火） 調査の結果、２４日に１６名、２５日に２名の園児が嘔吐・下痢・発熱の症状

を示していることが判明。 

１０月２６日（水） 園児 4名、職員１名が、嘔吐・下痢の症状を示す。保健所が保育園に現地調査

を行い、保育園に対して、園内の消毒の徹底など感染拡大防止対策を指導。 

園児・職員の健康状態の把握と保健指導（手洗いの励行、消毒、便・吐物の適

切な処理方法等）を行うとともに、保護者への更なる注意喚起を指導。         

１０月２７日（木）  園児３名、職員 1名が、嘔吐・下痢の症状を示す。 

保健所が園児の便検査を実施し、１名からノロウィルス GⅡを検出。 

１０月２８日（金） 園児１名が嘔吐症状を示す。 

 

２．施設名 

  奈良市立辰市保育園  

  園長 辻 久代    （つじ ひさよ） 

  所在地 奈良市杏町３９１－２ 

  園児数  １３６名（男 ６６名 ・女 ７０名） 

  職員数   ３４名（男  ３名 ・女 ３１名） 

３．主な症状 

   嘔吐･下痢・発熱 

４．発症者数（１０月２８日 正午現在）２８名  入院者 2名、重症者はなし 

  園児  ２６名 （男 １４名、女 １２名） 

  職員   ２名 

５．その他 

 感染性胃腸炎が流行する時期です。十分な手洗いをこまめに行うほか、感染性胃腸炎の疑いがあ

る人の嘔吐物やふん便を処理するときには、マスクを着用の上、十分な換気のもとでノロウィルス

等に有効な消毒液（次亜塩素酸ナトリウムなど）を使用し、消毒して下さい。 

報道に際しましては、患者のプライバシー保護に十分に配慮をお願いします。 

 


